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第 5 章 クィア神学者たちの挑戦――比較考察 
第 1 節 神とキリスト 
第 2 節 フェミニズムとクィア 
第 3 節 神学とその主体 















 第 1 章では本論文の前提として、まず「クィア」という言葉の出自とその使用をめぐ
る課題が整理される。その上で研究史を辿ってクィア神学の歴史を概観するとともに、
それらの研究史では把握されていない非欧米圏の研究動向に触れている。さらにフェミ
ニズムとクィアの関係、フェミニスト神学とクィア神学の関係を考察することにより、
本研究における問いの所在をより具体的に示している。 
第 2 章では米国の神学者ヘイワードの神学が考察される。「レズビアン・フェミニス
ト」を自認しつつ神学の異性愛主義を批判し、「エロティック」という概念を重要な神
学概念としてキリスト教の「神」と結びつけて語ったヘイワードの思想が、特にその神
論とキリスト論から分析される。 
第 3 章は英国の神学者スチュアートの思想考察にあてられる。キリスト教の「核心」
に「クィアネス」があると主張したスチュアートのアイデンティティ理解を中心に、そ
こから紡ぎ出される神論、キリスト論、サクラメント論を論じ、「伝統的」なキリスト
教への回帰を訴えたスチュアートに批判的な考察を試みている。 
第 4 章はアルゼンチン出身の神学者アルトハウス＝リードを扱う。アルトハウス＝リ
ードが提唱した「下品な神学」の内実がそのキリスト論、神論から明らかにされ、特に
彼女の「クィア」理解とその神学との接続方法が詳細に論じられている。 
最終章となる第 5 章ではこれらの各論を踏まえ、三名の思想が比較される。比較テー
マは「神とキリスト」「フェミニズムとクィア」「神学とその主体」の三つで、各人の共
通点と相違点とが整理されるとともに、各神学者の課題が批判的に分析されている。 
これらの比較を通して「フェミニズム」と「クィア」の関係性と、「クィア神学」の
多様な内実という二つの課題が明らかにされる。その上で申請者は、「クィア神学」が
今後取りうる一つの方向性として、キリスト教の異性愛主義的な性規範のみならずキリ
スト教神学の規範的なあり方自体を問い、その絶えざる不安定化を目指したアルトハウ
ス＝リードの試みを評価し、その可能性を指摘して結論としている。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
 
（１）論文の特徴 
 本論文は「クィア神学」の発展史を踏まえ、そこに内在する課題を鋭く指摘しつつ、
その可能性を批判的に探った意欲作であり、日本ではなお蓄積の浅い「クィア神学」研
究の先鞭をつける研究と位置づけることができる。しかもその内容は単に「クィア神学」
の概観や紹介にとどまらず、「クィア神学」の存在可能性も含めて批判的にその内実に
分け入るものであり、キリスト教神学全体の営為にも関わる深い問いを有している。 
 本論文の研究史的な貢献としては、まず「フェミニスト神学」と「クィア神学」の交
差点に着目して、神学の行為主体をめぐる両者の葛藤や課題を鮮やかに指摘しているこ
とが挙げられよう。「フェミニズム」と「クィア」はその発生と発展過程を見ても深く
絡み合った思想であることは明らかであるが、それらを「神学」とつなぐ試みの中で両
思想がどのような結節点、あるいは衝突点を見せてきたのか、またそれが各神学者の姿
勢にいかなる影響を与えているかを詳細に検討した研究は、これまで存在し得ていない。
本論文では三名の神学者を取り上げてそれぞれの「フェミニズム」「クィア」理解の相
違を明らかにすることにより、その交差点にある諸課題を浮かび上がらせることに成功
している。 
 さらに本論文は「クィア神学」と呼ばれる思想潮流の多様な内実を示すことをも目的
としているが、その検証過程で提示されるキリスト教神学の規範性の問題は、「クィア
神学」のみならずキリスト教神学の営為全体に関わる重要な課題である。三名の神学者
たちの思想を足がかりに、固定された観念的規範としての「神学」の暴力性を解体する
試みに「クィア神学」の最大の可能性を見る本論文は、キリスト教神学内部での不断の
自己批判の必要性を示すものと言えよう。 
 
（２）論文の評価 
 本論文ではその問いと目的が明確に示されており、神学者三名の思想研究ならびに比
較考察という方法を通して提示された結論も十分な説得力と一貫性を有している。 
 一方で、申請者自身が重要性を見出す既存の神学枠組みの「不安定化」のためにこそ、
フェミニスト神学やクィア神学にとどまらない組織神学や宗教哲学のさらなる知見が
必要とされること、またそうした「不安定化」の先にどのような神学的営為が可能にな
るのかという最大課題が残されていることは指摘される必要がある。 
 しかし、以上の点は今後の研究において十分な深化と発展が見込まれるものであり、
本論文自体の意義を損なうものではない。本論文は、丁寧な分析を通してセクシュアリ
ティやジェンダーをめぐる神学の課題と可能性とを鮮やかに示したものとして高く評
価できる。 
